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白鳥・坂本地区の宝解説

県立自然公回折爪岳
塵冰籾．ｚキ、カうマツｔｚの祁を雄け、沢一管を・きながら登1』

虚を25分ばｶ･りドライヅすると．ｉｌの・やｶ･＆道にでまｔ．ウシ

の背ａようなａだらかな姿審もつ析II岳の橿ｉはaS､2m､.二戸『9？

・も畠い山？畠･』、二Jｮ吻のシン・Jbです.すlfらしい・ｌ、フナ

ａ‐生加やヒｊポタルなどの貴錘なl植物．ｉＬて奪は雄一.・lj

4t1､プ．秋は紅羞と、●から秋まで自然を満喫できａ●かなー埋

に藻まれていＳす.

現在、平成自年の宛威をめぎして、析１畠への遠践勧儡や、ビジター

ｔンターの謐茜i嗜画が遮んでいます.

●麗●一

　　　　　　　　　．．-：　　　皿望白1･らlj岩ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ、ハ甲国運酋から
　　　　　一　－

堂平1摯まで望t･3eo

度ｇパノラ７が畠Ｌ

・１す。なかでもＩ

の日の＋恥田カ面の

山に沈む夕日lj鮑●

です。６月から10月

の吝にはハ戸力図の

迦火もａられます｡，

●フナの●ll鉢とプナの誕席脈朧りa.77m

i居●珊の周唐からづｆの願生幼が広がってL･ます。幹に咄ツjしア

ジサイがからま|』｡7－a月には自い711.‘みられます､、llかにも４Ｓ

１２トリ１ブト、エソノチ９ルメjbリウなど貪撞な椙翰もみられま

す。プナの巨木は山●●珊近もこあります。

●ヒメ耀タル　　　　　　　　　、

鮪生の●員を鯛とすａとｊボタルの迪虫

Ｕまのなかでサナギとな1』.7月中匍�に

ｌ酒仙し．ブｆａ・生嚇や山頂討近？堡

が潤い飛ぷのかゐられます。ｔ宣ｔ墨１

といわれる備差な群生地です.

●山繭大1㎜と淵血

一路から少し７がったプｆａｌ●赫･な1･に。團斎ａ・奮が畠･』ま

す。雨ごいの神き１で、普U梱・梱4油に撞ぽ込んで扁どいをＬた

そうです。湧冰が小さな・せ６ぎにな、て迪れがしています。

●マユミ椙扁り口｡9Sfl

をりンプｌの凛層のａ創こ点在する巻末のal咄１＊です。

●白鳥の丘・�錐の皿・ｌ魔羅S。

3つのコフ･のように沢に向か、で突き出た丑からは、瞳下ａニ芦拘

から、遠く岩手山、名久＃ｉなどのｉ々ま？‐望で自ます。・値の

丘|まま皿ともよぱれ。●はヤマ･ﾝ･ンジn花で命山嵐９赤になljます。

●日●説ａ鴻と籾i1日自愛鐘

日の沢は析原畠のつく

ａ・谷のなかでも墨も

雄大な遊です。Ｓ維の

廬、僧い麗に映１ｉｉ

桜がきれいです。

「日酌沢の滝」IS赫道ｇ

中程に血り、沢に下ａ

と畠さ4.5mぱかりの翻

Ｌい滝の蜃が扁llます。

林道にはヤマ・ウシ。

ュソアリサイ、ｔワヒ

バなどがよくみられま

すが、ごとに重陽らし

いのl1月中匈。崩を滴

り自に種う・Ｚのハク

リン�クの花のま箇で

す。柱穏健●1軸閲・座

のハイキンクコース。

巨木

カツラ幹周り9.ﾌom、アカマツ幹周り5.7om、

エソイタヤ郭珊り2.5om福岡宇桐ヶ窪

！

｢rlノ沢JJsz俸か41日雀にλりて左折、やがて帖のゆにλり．ａが

大きく左にカーづＬます｡ごのカープから塁・下りたとこalニカり

うの巨木が立りでいｉす。梱Ξには逢淑も畠ります。

カーブの先に左に９かａる盧があります。拿lにの辺|こ１め。分か

れ進●泌いて右に●がると。ま手にjjさな末ａ－がａｌます。こ刺

蜜登りたところ|ご工り･イタヤの巨冰が立、てます。

車審違め１と．畑が広がり.li｛苧の山の上にひときi11きな収か

ｌｉます.これが「りりクンフ･刺と|●ぷアカマ･ﾝの一品稽で．糾

が墳・から・う１鯉|ﾆ９ｶ･叙ています．夏は●か・（．;薮くま？い

くEこは仕度が1‐です．

臨池

工2Zこﾉｷ●ｌａｓ．ｌﾛ・，クミ�周りａ,４４，白罷字－

｢館｣のバ２仰鮑の窓に２水の巨

＊があ･jSす．ヱIﾘΣ丿４Ｕ禰

赦xl]年といわ・．庭いっばいに

橿が張･j，き冰ａ笞劃さ驀一口

させます，

ヱ･ジヱノキljilムラサキのｉ

草？す,．

ヅミは幌元で僻か３冰にｇかれ

ている「Ξ恚ヴ！」で．クミｇ

水としては脛水に薦Ｌます．

／

ｌ

白鳥鐘跡白●李館

｢館Ja地名が示すように．中老の蝕咎があります．命llr鎗Jj4z

仰の近く．バヌ通･Jの山偏にａりまｔ,畑になり．かつてのÅの歯

ゐａ疸跡ljうかが曼ませＡ。

瞳●ass皿ポイント

館楯付近白●宇舘

越権i･包少し上迪の鰐皮奉伺jllご「門丿銅屠」

が冒出してます．こめ蝕‐にEまよの●く６い

の大き１のカキの政一は２トレア・ヅラピ

テスタ｝のほか、タマツバキｊイ．カガミガ

イ、シラトリ・イなど貝の化石が●宦に愈ま

れています.、

白即||流域の地層とfb石

日照Ji流域は、四ツ役瘤、門ノ沢ｒ、末の松山瘤という化石を含む咆

暦､yところどころにi｀出しこおり、化石の宝知です。こｎ５の地層は

蔀生代・３泥中萌i（2250万考前～500万年回）に属し承す。

日吉神社白題字金林

「壇赤」バス停の近く。通りから塵まったところに廊い鳥居と廟い●

最がゐえます。階段を上りきったとごろが日吉神社の社殿ですl

日吉神社の創建は大同２年C自071 ●攬早宦のたーに北・した壇｝

田1●康一が。一江国大池塘恚から山王麹提を勧鎗したごとに岫ｉａ

と佃えられでいます。祭乳に●訥され１・り「七ツ岫|とともに。

古ＲＩ栽の幄乱の歴史宅仙●る神社です。

●ｌ曹神社傭り１ロ月鯖ｌｌ曜日

七ツ堵、－謹などが嘸餉されます｡

眉赤・tiツ仙

夕E棒.!a、なきｇた．斧．弓Sこ．一手．将手の七!】の置屋・－コて誦

る備llな謨りでー．弘仁2年t8112.宣●ＩＳ徊g]●寅征但のとき．

－士ｶ'戦の腫利をーんで、就屋を包って・コた蜀が鮑まりとい1]れて

‘いｌ曹．

-とIS●㎜ﾎﾟｲｙト

墳の訳沿い白●宇掴ツ役

『魂丿沢』バス休檻i∽mばかりλると、塵が大きく●出Ｌています。

こ・が「四ツ檻●」？す。この塵や伺座の油・に|よ。シダ●をはじ

め。ケヤキ、カヱデなどの梱●a】驚の化石がた（ｓ九ゐｅれます。

不動の滝と滝不動白鳥宇平

「油丿沢」パス仰の曼でバJ・･j

●治に折れ。番を迪lj ｡ 治下に

田を見ながら鎚●かに弧を�く

ａ路にそってい（と、迦が二殷

|こ脅かれ、ｌｇ岩手に鳥履と�

が幽･jまｔ｡これが迪・－です。

●灘写朧の●麗日

1日麗９月２９１

．６ｚ胎･rr（のも抑jt

白鳥七滝と七滝大明神

白白.i一派

道路際の「七滝大明神入□」の標

柱を目印に、小道を50mばかり下

ると赤い鳥居が引こ入ります。神

社の下流に七つの滝があり、滝壷

の形によってそれぞれ名前がつい

ています上流から「舟滝」「駒形滝」

「夫婦（めおと）滝」「河童（めど

つ）滝Ｊr樽（こが）滝』「唄っ子

滝J「風呂（ゆっこ）滝」。

白鳥字白鳥

浄福寺とイチョウの巨木白鳥字白鳥

「漬高山刺i寺曹洞宗」の照いＥ

の標柱が立っています．小道に折

れて民家の閤を進むと、浄福寺の

山門に突き当たります､、南部厚菩

提寺（三戸郡名川町）白華山法光

馴乃慢粂警笥養比ょらい迂

ゆんこ引和尚の開山によって

戦国時代の永正年間（1504～1520）

に!U建されたと推定される古刹で

す｡境内の石諭や石働か昔を佃えています。

●巨水イチｌウ群薦ｎＳ．Ｓｌｌ･

恚壹の菅植にあるイチョりの池？す。

天ケ塚白鳥字頁ヶ・

壇ノ沢沿いｇ道をII』切ったところに九戸氏の佃・がのこる山里・

哭今・が劃ります、南側曲寵、29椚神棚の信仰、アカマ･ンやカツラ

の巨木、井戸の・●、山ぞりなどの塵具がたくさÅ残っておIJ、山

眉の生・がＬのぺるところです｡

●跡と悩えら叙ａ場朔もあり、士曇の欠片も出土します｡

●哭ケ朧S-芦鮭宜Ｓ・

雲路の向かいの椀を収世たよう愈ＺＡ６りとＬた小山が夭々酋？すl

l・戸のｌいＪａｌ．宝が埋めら飢たとｇ仮睡があljます。

「天ケ塚」の地名の由来

天ケ匯は「九戸の戦い」い591）の激戦地になり、茜臣軍の戦死者

を葬ったと伝えらｎています。当時、豊臣氏は「天下樟」と呼ばｎ、

ここを「天下塚」と呼ぶようになったといわれています。

●甫扁曲家

馬・を家ｇ中に取･J込んだ南差油・機軸の贋恵です。一つＳ槙の下

1ご佳むことから寵まれる摺とλとの交淀ａ宜ｔを伝ｉ？います。南

剱●まはほとんど残っておらず、いまや堂重な㎜です。

●カツラ幹麹ｔ１１．４ａｍ

二Ｆ市で6●目に１きなカツラの巨木です。カツラめ米|ま湯池のある

ところに曹ち憧１が。ごのカツ９酌糧曼にも爛水がわＳ出ています。

ｌ - ¶ = － 〃 ･ - 〃 Ｗ

●２３の神さまの信仰

伊勢神明楳、天照大神宮様、呑口大明神様、氏神揉、語中様、天間

の山神楳、お不勧楳、お想比寿楢、大黒様、七福神様、家内守るボ

ソウ様、｜師様若宮ハ紹様、猿田彦様、明神様、氷神様、三方琵

神様、瘤康神様、おやがみ大明神楢、みさごでん様、みずむね観皆

様、ほるよう様神様と人々の願いが結びついていた生活がしのば

れますいまも毎朝拝んでいるそうごす

九戸政寅と「九戸の戦い」（1591）

豊臣秀吉が全ｌ政一をμめている頃、この扨で|､μ3刮誤m1祀陥び唇

ね局丿九戸政実を中心「こ.Iり1－豚の則で漱しい１咆争いttりＵﾌﾞ

られでいました陥匯･は兎i5のｉ下に侈じ加地ｌ‘心哨むｎ孔したか、

これIこ従わない政男を凶兌ｆべく、応ａJj局生氏啄を７将とする５万

を超える犬馬をはるひ奥州ＪでJ3（りましに

政実はこの大軍と九戸城（ニ戸弔福岡に城跡が残る、b↓指疋1ま’跡□こ

栢巡して職いました。しかし蚕勢はわ？ｂ５Ｔ人力尽迂だ政実は残

る者たちの命と引きｌえに秀ａ耀に投降しましたしかLj約鄭丿狸吻

にやぶられ、一族郎党は旨歿しにされました。この戦いによつこ秀吉

の力「ま奥州の奥深くまで及ぶことになりました、二戸西内にはあ♭こ

石に、九戸氏や「九戸の吸い|にまつわる歴史や伝説が伐っていま1、

九戸氏のお姫様の祠白鳥剔嘱

「心裡｣バヌ俸i･ら左にλり

ｕａｓばか|』走ると、山と

jllが飽|こ迫1』、道が槽や1･

1ごｉ－プする甕に蜀･j出し

た岩がありＳす．唐ｌに身

を害倣るように小さな剥が3

つ一人'eいｓす.、山の神と

もいわれますが、九戸丘の

お植椙１まつ、た謁だと．

地元では伝えら沈てきました，かつては杉山にカヤふき屋根の祠を

腫ててまつぅていたそぅで靫

圭鮪橿とプナの巨木白●宇●箆貝

「盾舗沢JＪiユ仰1･色道13911ど蜀ると．●ａ剖●Ｓ種う●誓とし

た赫ａλ口|ご鳥晟があljます。Ｓらに廸●のllったところに小きな

興が高lj、●勢●がa俸まうられています、金一種lj子控1t、安塵．

二戸の雇（白鳥・坂本地区）

祠器茲
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山菜

食用キノコ
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魚

昆虫
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■ツグミ、マヒり

■ベニマシコ

・＝･物

●＝魚
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８
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４、
６

子育て、子孫・栄や細結び朗一IU益

が畠ａと債じられています、

ここg1金鎚植はもともと夫樋の桐楢

ですが．女将植ljどこかに遊びに出

力･けておらflS・ん.、女神仙の石を

みつ1iaと恣吏にＬない１いわｈて

います..

●翻案づタ韓鐘ｔ]２．７Ｓｍ

鳥居の撞ろにブナの巨水S･ありま

す，金的梱の彫をした植をゐつけｉｚとができるそうです｡

「・･l」の地名ａ自棄・�とａＩ

九ｐｌ－の頃．ｌの教壇11飴りたｇで「眉麟沢」∽ｇｆＳついたとい

われて111せ．鶴と勧め涼L吐油桐’ど･．仙歯・Ｓの向かいalllでIS.

羞Ｓ－●の目的から．姻和１５匈1194D）・・ぞ龍馬大白か行わ・

てい畠tjl.

折爪岳の遊歩マップ

●テレビ塔

●あずま屋

＠山の家

ｅビジターlzンター(平成9年度完成)

＠山居権現

＠山居の水

●ブナの巨木とツルアジサイ｀

:;し

．-－．

ｺﾞ

ﾑ

＠マュミ　　　

回

、

巾、ｅ水場　　　．

鮒

旨;ｸﾞ'

｀‾゛戸怖

＠広場

＠オートキャンプ場(平成ﾌ年度完成)

φ展望台

＠WC

＠駐車場

一 一

ｌホウメ●・，4.1.m白銅宇石Ｓ

「石愈」バヌ体力･ら小1盤にλ･j.厘癩の鮑を挫ljrい４と．油の錘

にウｊの古池が曼えます大ＭＳ一家が析れてしまったのが稽Ｌま

れますf･.姿|こほ名木ａ暁捕があ･Jます．

●●●●|ま白勧甲ては通行できよＵん，

「μでは．ｎ飽ﾋﾟj･｣.｣ｺjZ,･1iり４ンを漣ａ・むなnlらλ々のく６しが鰐まれｒいま曾．こCnlli.白扇・畷ふ地区Ｃ一一ｇｌｆﾋあａらわすものです．今日ａところで裳を纏に謹んで

ａてくだaLI。!･|.e,・｣.=.･,slﾔ』－で|盧今．こんな生きものたちallrjき．Å々はこんな生蜃に栢を出してい一書．あなたの二戸俸鵬に値立ててくだ･a‘い．
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【撥作】

l維盈】

【養蜂】

l費蚕】
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(竹細工1

　　　　　　■毘撞・

　　　　　　一　　　　　　　・ひえの植Ｓき

　　　　　　　ｰ

　　　　　　　■八ヂミりー・稲【？カリア1
　　　　　　　-

　　　　　　　　■jlfΞりの一種！トヅ】
　　　　　　　　-

　　　　　　　　■・畠・員　・塵・一員

　　　　　　　　-

　　　　　　　　　　　■そlj・種庶・

　　　　　　　　　　　-・.‘11j.jIC!l糎l盾ｉｌ】【４月頃】
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‐ 4 ･ コ リ
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一 一

■・ゝ♭イIリウ．∃ilマ２ミレ
ー

■ゴトウヅル、マユミ

ー
　　　　　　　　　　　-
■ｒソＴノキ、シロバナエンレイソウ

ー
　　　■カスミザクラ、キバナイカリソり

　　　ー

‐忽？ノキ 黒酒タルノクロ

■稲刈り
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意見･

圖晩秋蚕祠号
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●折爪li初雪（１０月下旬）

えの収穫

　　●日吉神社祭り（弟一日曜日）

　　　●ｔ測神ｔＭり（第二日曜已）

　　　　■そぱ・堰層

　　　　-
・惘鐘丿周り.jタｅＳ露瑞1締櫛笥湘旧肖１日喘ＩＳＳロ日監】
一一

　　　幽積りノの痙幽Ｓ・泗】四月ａｓ頃かａ１１月晦包但】

　　-一一Ｊ２ｔ‾‾

　●Ｓ

４

．

ｊ

一一一一一一

３，

■ I ㎜ ＝

2

゛折風発のみぐみられる

　　　　　　一

■エソアジサイ、ォォウバユリ

一

■ソバナ

ー

●アミタケ

■・タカＳトUj]づｈ‘．りｊバチIリウ

�ナンフアザミ、ア字ノキリンソウ

ー

■濾！り'工り．りjuマユll

一

．　　●アｉタケ

邑ヱクシソつ

●/'ナイグヂ

　　●やシメジぐキンタケ〕

　　●シャカシメジ(センボンシメジ)、コウタケ
　　ー

一
ｒ
ｒ
ｆ
Ｉ
・

｜

●=食用キノコ

●ｶｼﾞｶ･

【蝶】

【カミキリ】

lその他】

一

■

一一 一

●I-
Ｊ

ヤ

ー一一

　　　　■濾ljtS塵Ｑり
　　　　　　　■壱ｌジｊ廿

　　’●フミ１サタ１

　　　　　　　●ハタケリメり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　|・】ナ２．キＩりり、・！りjjなどglilj

l蕃】Ilj･･li･IIりJしイ･ａｌ●汁．シドケーｌ・ひたし、

　　911i.･!U2･ど瓦ぷら．ウドａ･･尋醵駄一l.タニシ汁
C哨ツリ、よもぎむち

●攻ンシメジ（シメジ）

●ハタツシメジ

【秋】きのこ料理弛のこごはん、昧恥十、さのこのおろしa5え、

　　粧漬け、煮物、てんぶら）、かにひＪつみ、芋の子汁、菊の

　　征料理（８ひたし、味噌汁など）

・ビンズィ

　　　■カッコウ

●一二Jyイユ　幽アカハラ、ツロツヴミ

9一りI哨･．．_　　●７
　-

　’豊一四

■乖トトギス

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜■㎜　　　　■　　　　　　　　　　　■･･■㎜㎜㎜
|鯖・痙で－Ｓ巾ｌられ●●仙1■ノつりｰ¥．一滴ン･』ス.Z.-』･jビ．９３牢、字ツａ．ｉン．４５チ．ア貧クマ．Ｌａンｌｉり力．トウ廠クリンり！りりォ

　　　【ブナ林】・ヒメ堆ォヒゲコウモリ、カグリコウモリ゜．テチブコウモ･／

●ウグイの産卵（ヤマプキの花咲く頃）

■Ｓ才ム９琴奪■・ム５り赤

■スジボソヤマキチョウ

ー

ＩタイヨｉウセセＵ

　　■コ？sjl冰1!tlU

・ルリタテハ

・ヒメキマダラヒカゲ

　　　　　　■とメキマダうセセリ

　　　　　　　　　幽コキマクラセセリ

　　　　　　●⊃プヤハズカミキリ

　　■力うカネ八？カミキリ

●クロサワハナカミキリ

�・ソハルt2ミ ■ヒメポタル

　　　●チ･ ッチぴｉ

　　　■15りｉ．７とワ
ー
　　　�ベニマリコ

　　　　‥　　－-－-‥-　　一一一一

　　　　　　　　　・し、l'il－Sプ、り梱�‐

●４ワす．ヤマメの遠国直●a・1

･一一

　白鳥・壇本鰭悳●植

Ｉ一揖趙　　‥一一

●一７１コガネ



穿
孔
引

刻
ぞ ｜

川丿月心Jt£j

む
’
芦

ダ
ふ
よ

ぶ.ぷと.函
李硲・留日

り

車⊆に

自然の宝に意まれた折爪岳、深い沢に抱かれたLL里の生

活、白鳥JII流域に伍えられる古代や中世の歴史、人々の

願いを託した素朴な石神橿。

白鳥・坂本地区には心やすらぐ自然と、ひそやかに守ら

れてきた歴史と生活文化があります。

二戸市全図

四つ四

籐瞭匹●同一340弓眼経由､柵原二戸九戸啼沿い　　　禰禰

・嘸榊糾戸I刄゜゜゛戦歿由､同道二戸九戸啼沿い　　　　1贈

●僥行日琴成７年ln月ｌｃ日

●馳行　二戸市

●扁S　楽しく美しん1根ちづくり推進曼月会

●縮図･４ラスト忿小野仙－

●デザゞンアートポスト

●制作　Ｓ擢－爾研賢所

●問い也わ11先二戸宿企画国ｉＯ２ａ･６１ Ｓ苧聚二戸笥福間字|||又47●地

　　　　　TEL,0195-2S-3111 FAX.0195-25-51SO
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